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DensityofShaIlow-WaterComatulidsCrinoids（Echinodermata）inNorthemNan”Bay，JapanSea
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AdensepopulationofcomanllidcrinoidswasfbundnearNotQiimaAquariumaI
thenorthemNanaoBayoftheJapanSea，AsaresultofthefleldobservationbyScuba
diving,poPulationdensityofOXyco流α"r〃"sノ“o"jc"s（MIiller）reached7､2individual／
matthedepthofaboutmetersandthatofDecα'"e"α／jgrj"a（AHClark）was82
ind./㎡atthedepthofabout8meters，suchdensitiesbeingthehighesteverrecordedin
theworId、0．ノ“o"IC"swashighlypopulatedpamcularlyontheinnerwalloflessthan
1．5meters，Thehighdensityisconsideredtohaveappeared，becauseeoftheagitated
wavesandabundantfbodsupply，partofwhichwasremnantsoffishbaitssuppliedfbr
nshculmreofthebay、
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本調査は，日本海南岸のほぼ中央に位置する石川県能登島町曲地先の七尾北湾海域
におけるウミシダ類の群集の密度と微地形による生活場所についての関連を潜水によっ
て行ったものである。その結果，最も普通に生息するニッポンウミシダoxyco"'α"r〃"s
ﾉ”o"/C"S（Miiller）の最大密度は1996年12月23日に防波堤内側の水深約10mの海底で7.
2個体/㎡に達し，トラフウミシダDecame"α〃g""a（AHClark）では，1997年6月25
日に防波堤内側と外側の境目付近にあたる水深約8mの海底で82個体/､fであった。し
かも，ニッポンウミシダの高密度な個体群は，防波堤内側の水深約0mからL5mに密
集していた。この水族館前のごく限られた場所で，ウミシダ類高密度群集が形成され
た原因は，防波堤による消波作用や，養殖用生け費網内における残餌の豊富さなどが
原因と考えられる。
キーワード：ウミユリ類，ウミシダ類，生態，七尾湾疎皮動物
ウミシダ類は日本および周辺海域で108種，世界中
では約570種が記録されている（小郷，1969；Kogo，；
998)。浅海産ウミシダ類の生態学的研究は，水流との
関係をとらえた研究（Magnus，1967）や紅海における
摂食行動と餌料構成に関する研究（Rutman＆
Fishelson，1969)，マー シャル諸島における密度および
共生動物に関する研究（Zmarzly，1984)，グレー トノミ
リアリーフにおける一昼夜の出現パターンの研究
(Vaill，1987)，生活場所の研究（Fabricius，1994）など
があげられる。特筆するものとして，精力的にフィー
ルドでの潜水観察を行ったMeyer＆Macurdaの一連
の報告があげられる（Meyer，l973a，l973b；Macurda・
'973,1975；Meyer＆Macurda，1980)。
Gisl6n（1922,1927）はわが国のウミシダ類の分類
を研究し，種類が豊富であることを指摘した。しかし
わが国では多種多様なウミシダ類が生息しているにも
関わらず野外観察に基づいた研究はきわめて少なく，
小郷（1984）の紀伊半島の浅海産ウミシダ類の生活場
所についての観察があるにとどまり，定期的な潜水観
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から2000年11月にかけて
能登島町曲地先（水族館
前)の七尾北湾海域で浅
海産ウミシダ類の出現種
類数や各種個体群密度の
微地形による生活場所な
どを明らかにする目的で
基礎的調査を行った。そ
の結果から主にニッポン
ウミシダoxyco脚α"rﾙ"s
/”o"jc"s（Miller）とト
ラフウミシダDecα〃e"α
"g""a（AHClark）の
生息密度と微地形による
生活場所についての潜水
による観察を行った。ま
た従来の報告による他の
ウミシダ類の観察例との
比較検討も行った。
Fig.1．DensityofQYy“脚α"rh"sノ“0版c"sontheinnersideofthepierwallatdepthofaboutl
meteratMagariofNot町imalslandinlshikawaprefecture・ 材料と方法
1996年5月から1997年6
察や生息密度などについての記述は皆無である。月にかけて毎月1回，石川県七尾北湾に面する能登島
石川県鹿島郡能登島町曲地先に位置する，のとじま町曲地先（のとじま臨海公園水族館前）の防波堤とそ
臨海公園水族館前の防波堤壁面の水面付近には，多数の周辺海域（Fig2）を中心に日中のみSCUBAによる
のウミシダ類が大群集を形成している（Fig｣)。この潜水観察を行った。また'997年8月から2000年5月にか
ような大群集は世界的にみても非常に珍しく，陸上かけては，防波堤壁面の水面付近に生息するウミシダ類
ら容易に手の届く水深0mからL5mの場所で多くの個の密度を対･象に不定期な潜水によって観察を行った。
体が密集して生息している海域は著者が知る限りでは防波堤は1978年に完成したものであり，長さ約200m，
当地以外の場所では皆無である。そのため'996年7月幅25mから45m（途中で幅が広くなっている）で，
一
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Fig.3-A・Thesceneofthebottom
lnvestigationpolntatthedepth
Arrow:H"/CQ》"rﾙ/αルMge"“ﾉガ
insidethebreakwateratthe
ofaboutlOmeters．
〃〃e〃
Fig.3-B･ThesceneofthewaⅡinsidethebreakwateratthein-
vestigationpolntatthedepthofabout2meters．
Fig3-CThesceneofthe
vestigationpolntatthe
A：／ゎ/ocyﾉ"ﾙﾉα”花/1
wallinsidethebreakwatel-atthein-
depthofabout5meters．
B：HﾙMge"”ﾉ戒ﾉme"．
Fig.3-,．Thesceneofthewalloutsidethebl－eakwateratthe
lnvestigationpolntatthedepthofabout2meters･
BIakpolnt：D“"7α/"e‘sWα””/3．
ほぼ東西に伸びて内側（南側）の湾と外洋とを隔てて
いる。1996年から1997年6月の生息密度調査はそれぞ
れ防波堤先端付近の内側底面と壁面，外側底面と壁面
に定点を定めてベルトトランセクト法を用いて行った。
防波堤の内側と外側の海底面には長さ16mのロープを
設置し，防波堤の内側と外側の各壁面には水深と等し
い長さの8mのロープを各定点に2カ所設置した。生
息個体数と比較するために底面と壁面の調査定点の面
積を等しくし，各定点を32,f，合計で128㎡の範囲とし
た。各定点では海底に設置したロープの両側'mの範
囲を対象に目視観察によって生息状況を記録した。さ
らに定点または定点外でウミシダ類が高密度に分布し
ていた場所には，不定期ではあるが1m×1mの方形枠
を設置して個体数を計数した。潜水観察は原則として
著者と補助員の2人で行った。
1996年7月から1997年6月までの調査地の表面水温は
較差8.1℃から289℃の範囲であった。防波堤内側は外
洋とを隔てている防波堤の影響で，波浪の影響はあま
り受けないが，防波堤の隙間部分から外洋の海水が常
時流入する。防波堤内側には生け費が設置されている。
防波堤内側の底面；水深約8mから12mの底質は主に
転石であるが防波堤沿い（水深8m付近）では固着性
の二枚貝であるムラサキイガイ”"/"sedi,/応
gα"“'℃w"cj"α"sの死貝の貝殻が多く含まれていた。
転石の大きさは水深が深くなるにつれて直径約10cm
から1mと大きくなる傾向がある。これらの転石には
石灰藻類やヒトエカンザシse'ｧ"/αveﾉ""c"/α"sと思
われる管棲多毛類の石灰質の棲管，二枚貝類のマガキ
o鋼α"Cs"eag壇as，蔓脚類のシロスジフジツボβα/α""s
αルノcosrα/”ホヤ類のマボヤ〃α/ocy"/〃αノ℃reだ』やイ
ガボヤ〃α/oの'"/〃αルノ垣e"‘/b城〃"e〃などの表在性固
着動物が生息していた(Fig3-A)。11月から翌年の5月
にかけては，褐藻類に属するアカモクsα堰“sz"〃
結果
(1)調査海域の環境
????
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ジツボなど固着動物の他に防波堤内側ではあまり見ら
れない付着動物であるベリルイイソギンチャク
4"rhop/e‘"αj"or"“αなどが生息する。冬から春には
水面下1m付近にアカモクが優占する。フクロノリや
ウミウチワはほとんど確認できず，秋から春にかけて
はケウルシグサDes,"α『“"αw"域sが水面下1mから4
mの地点に優占していた(Fig3-D)。2m以深には周年，
ホヤ類のマボヤやイガボヤなどが散在する。
Table1．SpeciesofcomatUlidcrinoidsconflrmedatthepre-
sentlnvestigationatMagariofNotQjimalslandinlshikawa
Prefecture．
FamI1Spec陸 V
Comaste『idae
Comasteridae
(Mulle壷OjWco〃α"/〃"s/“o"/c"s（Mule｢ノ
Owco'"α"/ﾙ"SSO/as/er(AH,Clark）
C"o"IC"'e"α，‘かo"αﾊ,α(AHClark） ZVgomet[Idae????ー?? ー」?
Colobometridae竺但皿担ub）
(A､H､Cla『k）
/CO"(〕ﾉ"e〃αノapo版Ca
Colobomet｢idae
Antedonidae
Antedonidae
Decα",e"α〃頁""α(A 権
Doro",e"α”ﾊ"c"”(AH・Clark）
4"だ伽〃se"･“qAH･Cla『k
(2)出現したウミシダ類
本調査で確認したウミシダ類は4科7種であった
(Tablel)。確認数はクシウミシダ科のニッポンウミ
シダが最も多く，イボアシウミシダ科のトラフウミシ
ダが次ぐ。本調査地ではこの2種類が優占し，その他
は数の多いものから順にヒメウミシダ科のユカリウミ
シダDoro",e"αparvjcj"a（CaIpenter)，クシウミシダ
科でニッポンウミシダと近縁のウテナウミシダ
OXyco"'α"r力"SSO/αsrer（AHClark)，ヒメウミシダ科
のトゲバネウミシダ4"re‘わ〃8e〃"αAHClark，カセ
ウミシダ科のアカシマコブウミシダC"opro,"eかα
r""Qβα”a（AHClark)，イボアシウミシダ科のシモ
フリウミシダルo"Cl"e"αノ〃o"jca（Hartlaub）であっ
た。
ﾙor"e〃などホンダワラ類の海藻群落が水深8mから10
m地点に繁茂する。
防波堤内側の壁面；水面付近にはマガキやムラサキイ
ガイ，シロスジフジツボ，冬から春にはこれらの固着
動物上にアカモクが現れるが数は少ない。春から初夏
にかけて水面下50cmからSmくらいの地点では，フク
ロノリcoわO脚e"jas加o"”やウミウチワPad加αα『
加'“Ce"Sなどの褐藻類が優占する（Fig3-B)。5m以
深には周年，ホヤ類のマボヤやシロボヤ，イガボヤな
どが散在する(Fig3-C)。
防波堤外側は波浪の影響を直接受ける。潮流も防波
堤内側と比較すると強い傾向が見られる。
防波堤外側の底面；水深約8mから12mの底質は主に
転石であるが，防波堤内側に比べてやや大きく，主に
50cm以上のものが多かった。防波堤の先端から約10m
沖に向かった地点には小さい瀬がある。同地点の転石
には石灰藻類やヒトエカンザシと思われる管棲多毛類
の石灰質の棲管，二枚貝類のマガキ，蔓脚類のシロス
ジフジツボやホヤ類のマボヤやイガボヤなどの表在性
固着動物が生息していた。冬から春にかけてアカモク
が現れるが防波堤内側に比べて数は少なく，群落は形
成しない。
防波堤外側の壁面；水面付近にはマガキやシロスジフ
(3)各種類の体支持方法
小郷（1984）はウミシダ類の体形や体支持などの内
因と微地形や流水圧などの外因との関係によって生活
場所が決定付けられると推論している｡･すなわち，形
態の違いや様々な生理学的な要因によってウミシダ類
は体を支持する方法が異なっていることが知られてい
る。以下に今回の調査結果と紀伊半島の浅海産ウミシ
ダ類の体支持方法（小郷，1984ﾗTable2，Fig4and5）
｢able2Habitattypes5ofshallow-watercomatulidcrinoidsatSh”hamaofKii-peninsulainWakayamaprefecture（madeoi
referencetoKogol983）
Cracktype…………Livingincracksofrocksoroneundel･siderollingstones，holdingthebodymainlywithanns・
ThedegreeofexposureislowestThistypeincludesCo"1α師ﾙ"sp”Wc〃F･“・
Hollowtype…．．…･Livinginbighollows，onledgesorbenches，holdingthebodymamlywithamlsandcirrus
branches・Thedegreeofexposureishigherthanthecracktypeandthewaterpressureisalsohigher･
ThistypeincludesOXyco脚α"/h"sノ“o加切sandCo"7α"Iﾙﾉ"α〃06"jsinhabits，
Flattype・････……････Livingonflatsorslantsofrockswithsmoothsurfaces，holdingthebodymainlywitharms
andoftenkeepingthepostureasifstuckThedegreeofexposureisinte画nediate・Thistypeincludes
Lα"”ﾉ℃胴e〃apa1版“α・
PrQjectiontype……Livingonridgesofrocks，littlestonetowersorrollingstonesinledgeareas，holdingthe
bodywithwindingbranches、Thedegreeofexposureishighest・Thespeedofcu汀entisthegreatest・
asisthewaterpressure，Thistypeincludes7bmﾉﾌﾞjO脚e〃α脚ac7odis“s・
Attachmenttype（excepttherocks）……Stickinganimals（likethegoodGo堰o"αceaofCridariaClassinpartlcu‐
lar）livmgintheplaceswherewaterハowswell，whichisalittlediffbrent廿omothertypeslivingon
ledges・ThedegreeofexposureishighbutthehostsplayassheltertosomeextentThistypeincludes
ノCO"ome〃αノapomca．
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Fig4、ThehabitatsofcomatulidcrinoidsatShirahama，ofKii-peninsulainWakayamaPrefectureclassifledintem1softopography
（Kogo，1983）
A：crackType,B：hollowType，C：flattype，D：prQjectiontype，E：attachment（exceptonrocks）type
を比較した。
紀伊半島白浜町の浅海域は複雑な形状を含む岩礁域
であり，そこには多数のウミシダが棲み分けながら生
息している(小郷，1984)。それに対して，七尾湾地先
の海域は単調な転石帯が多く，そこに生息するウミシ
ダの種類数は白浜の例に対し，少ない。小郷(1984)に
よると紀伊半島白浜町の浅海産ウミシダ類は，「細隙
型」「くぼみ型」「平坦型」「突出型」「寄生型(小郷の
言う寄生とは岩以外の基盤または生物などに付着する
意味なので，本稿では「岩盤以外への付着型」の名で
述べる)」の5つの生活型が報告されている。しかし，
本調査の状況を小郷（1984）の生活場所の定義に当て
はめると，明確に判別できる生活型は「くぼみ型」と
｢岩盤以外への付着型」とわずかな「突出型」の3型だ
けであり，特にトラフウミシダでは小郷（1984）の生
活型に当てはまらないタイプの個体も多く見られた。
以下に本調査で観察したウミシダ類の体支持状況を
記述する。
あり，このような場所では腕長10cm前後で腕数が約20
本前後のニッポンウミシダ中型個体が多く確認された。
主に巻枝だけを用いて突出した転石や平坦な岩盤，篭
やロープなどの人工物，褐藻類のヤツマタモクの茎状
部や葉状体に巻枝で付着していた。茎状部の長さが約
4mのヤツマタモクには最高で6個体が付着しており，
最も高い位置の個体は海底より約3mであった。外側
底面や壁面，内側壁面の切れ目（潮通し部）部分など
潮流の比較的激しい場所では腕長,0cm以上の大型個
体を多く確認した。これらの中型および大型の個体群
の付着基盤は，中型個体とほぼ同様に突出した転石や
平坦な岩盤などであり，集中的に生息している傾向を
認めた。本種の巻枝は体のわりにやや細いが数十本を
備え，かつ，巻枝先端の端爪は鋭く湾曲し，基盤に食
い込ませていた。また数十本あるうちの大半の腕が周
囲の転石の窪みに突っ張って体支持の補助的役割を果
たしていた。
トラフウミシダDecα"7e"α〃g""a（A､H、Clark）
本種は防波堤外側底面や壁面などで多く確認され，
内側底面では他の定点に比べ，著しく少なかった。本
二ツポンウミシダOxyco",α"ﾉﾙ"sノ”o"/c"s（MiiIler）
防波堤内側底面では潮流が比較的穏やかな環境下で
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Fig5、ThehabitatsofcomatulidcrinoidsatMagari，ofNotQjimaIsland,IshikawaPrefbcmre．
A:hollowtype,B：prQjectiontype,C：attachment（exceptlnrocks)type．
防波堤内側と外側での比較；ニッポンウミシダは防
波堤内側に多く，トラフウミシダは防波堤外側に多く
生息していた。
種は太くて丈夫な巻枝を使って褐藻類などの海藻の茎
状部や葉状体，ムラサキイガイやマガキなどの固着動
物群集帯，イガボヤや転石上に付着する傾向が強い。
底面壁面の密度の違い；防波堤内側に生息するニッポ
ンウミシダでは1月以外は底面に多かった。内側底面
の平均密度は5.87個体／㎡，最高密度は6“個体／㎡，
最低密度は453／㎡であり，大部分の個体は腕長10cm
から15cm位の中型個体が多く，あまり密集せずに広範
囲に散在する。2月以外の防波堤外側では，底面に多
くの個体数が局所的に生息する。平均密度は100個体
／㎡，最高密度は230個体／㎡，最低密度は033個体／
㎡であった。
防波堤内側のトラフウミシダでは壁面に多く生息し≦
平均密度は190個体／㎡，最高密度は490個体／㎡，最
低密度は050個体／㎡であった。外側では5月と6月以
外で底面に多く生息し，平均密度は099個体／㎡であ
り，最高密度は2.66個体／㎡，最低密度は020個体／m
であった。
季節による密度の違い；防波堤内側底面のニッポンウ
ミシダでは11月に最高値の666個体／㎡で，最低値は6
月の453個体／㎡であった。内側壁面では最高値が6
その他のウミシダ
以下に調査地における個体数の多い種類の順で記述
する。
ユカリウミシダは主に転石や防波堤内側壁面に付着
していたが，まれに海藻のホンダワラ類に付着してい
る「岩盤以外への付着型」も認めた。ウテナウミシダ
は主にニッポンウミシダと混在し，防波堤内側に多く
壁面や転石上に付着していた。アカシマコブウミシダ
は防波堤内側底面の水深約10m以深のオーバーハング
した岩棚や大きな転石の側面に巻枝だけで付着してい
た。腕の先端は植物のゼンマイのように渦巻いている
ことが多かった。トゲバネウミシダはイガボヤの付着
部付近や転石下に潜んでいることが多い。
(4)個体群密度
Table3にはニッポンウミシダとトラフウミシダに
おける月別の微地形による生息場所別出現個体数を，
またFig6には各定点の生態写真を示す。
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七尾北湾における浅海産ウミシダ類の高密度出現
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月に5.0個体／㎡，8月は最低値の0061個体／､fであっ
た．外側底面では1月に最高値の23個体／㎡，最低値
は5月の033個体／㎡であった。外側壁面では6月が最
高値の09個体／㎡，10月が最低値の006個体／㎡であっ
た。
防波堤内側底面のトラフウミシダでは7月と9月でば
最低値の0個体／㎡，5月では最高値で10個体／㎡，壁
Fig6-AOXy“脚α"/ﾙ"s”ﾌ〔)"IC"satthebottomofthesea、
outsidethebreakwater．
Fig.6-B･Oxyco"7〃"加sノcIpo"IC噸atthebottomofthesea
insidethebreakwater‘
灘
Fig.6-CD“α"7e〃α〃g〃"αdenselyattachingtostemso誉
Sαﾉ宮“”"7atthebottomofthesea・msidethebl-eakwater．
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面では8月が最低値の15個体／㎡，6月で最高値の127
個体／㎡であった。外側底面では5月で最低値の37個
体／㎡，1月で最高値の762個体／㎡、壁面では9月で最
低値の6個体／㎡,6月で最高値の68個体／㎡であった。
調査定点範囲外の防波堤内側底面ではニッポンウミ
シダが72個体／㎡，トラフウミシダが82個体／㎡，内
側壁面でニッポンウミシダが7.0個体／㎡の高密度を
確認した。また，内側底面ではトラフウミシダが茎状
部の長さが約8mあるマメタワラ（ホンダワラ類）上
に24個体が付着していた例があった。
考察
本調査の結果，ニッポンウミシダとトラフウミシダ
が七尾北湾（水族館前）の浅海域における転石上や防
波堤壁面などに高密度に生息していることが明らかに
なった。これら2種のうちトラフウミシダについては
石川県内では本調査地以外からの報告はない。またニッ
ポンウミシダでは本調査地の他に七尾北湾に3ケ所以
上，七尾西湾や富山湾側（東海岸）での海域（幸塚、
2001)，また同じ能登半島の富山湾の一部で北に位置
する九十九湾などで生息が確認されている（又多ほか，
1995)。しかし、本調査地のような高密度な個体群の
報告はない。今後はより詳細に周辺海域のウミシダ類
の分布を明らかにする必要があろう。
ウミシダ類の生息密度に関しての記述は国外での観
察が数例知られている程度である。現在までに知られ
ている最高密度個体群は，ジャマイカ沖水深約650m
に生息するヒメウミシダ科の一種4"re”〃spで65個
体／㎡（Morr，1963）やジャマイカ沖水深約150,1に
生息するクシウミシダ科のCCI"α""αか城",e"加"",is
の10個体／nf（Messing，1984)，種名は記していない
がグレートバリアリーフの礁湖で71個体／㎡
(Fabricius，1994）という報告がある。しかし先の2例
は深海底および水深100m以深の大陸棚からの報告で
あり，今回観察した浅海域とでは生息環境の差異が大
きい。またFabricius（1994）の観察は複数の種類の個
体数である。浅海産ウミシダ類についての記述はサン
ゴ礁海域の観察が多く，Zmarzly（1984）はマー シャ
ル諸島のEnewelak環礁に生息するクシウミシダ科の
CO"”"伽"αScﾙ/ege〃で最高密度が0.028個体／IIi
Oxyco"，α"/ﾙ"she""e"/では，0203個体／㎡と報告し
ている。またMeyerandMacurda（1980）はマラカル
諸島の夜間観察で051個体／､iの平均密度を認めたが，
これは4種類のウミシダ類の合計値であり，日中はサ
ンゴ礁に潜んでいて夜間は捕食のため，サンゴ礁の表
面に移動するという。Birkelandetal（1976）はマラ
七尾北湾における浅海産ウミシダ類の高密度出現
カル諸島の裾礁の東岸に生息する疎皮動物の個体群サ
イズの研究を礁縁にそってトランセクト調査を行った
結果，複数のウミシダの合計値で175個体／㎡，夜間
で04個体／㎡であると報告している。Fishelso壷
(1974）の紅海による観察では40から60個体／㎡であ
るが，ウミシダ類の種名が判明していない。今回の観
察では，ニッポンウミシダの最高密度は1996年12月22
日に防波堤内側底面において72個体／㎡，トラフウミ
シダでは1997年6月25日に防波堤先端内側と外側の境
界線の底面において82個体／㎡であった。これは現
在までに報告されている浅海産ウミシダ類の密度の中
では最も高い数値である。他海域に生息するウミシダ
類は多くの種類が共に群集を形成しているため種類ご
との生息密度を報告している場合は少ない。しかし本
調査地では，ウミシダの種類数は比較的少なく，特に
防波堤内側の水面付近では，ほとんど例外なくニッポ
ンウミシダの単一種類で群集が構成されていた。この
ような群集が七尾北湾の水族館前に位置する防波堤内
側だけで見られることは大変興味深い。その原因とし
ては，防波堤による波浪（荒波）や海底堆積物の巻き
返しを防止していて，防波堤内側にある生け賓網の魚
類の残餌の沈降や富栄養化によるプランクトンの増殖
などの要因が推測される。特に防波堤は消波作用があ
り，水流の速さが適度に緩やかになるのでウミシダ類
にとって生息しやすい環境になっていると推測される。
しかしこれらの原因については観察に基づく推論であ
り，実証的研究は今後の課題としてのこされている。
微地形による生活場所の環境についてはMeyeranご
Macurda（1980)，小郷（1984）などの日中における潜
水観察に基づく研究がある。小郷（1984）は和歌山県
紀伊半島白浜町の岩礁海岸で類型的にみたウミシダ類
の微地形による生活場所の研究を行い，ウミシダ類の
棲み分けを報告し，「細隙型」「くぼみ型」「平坦部型』
｢突出型」「岩盤以外への付着型」を区別した。それに
よるとニッポンウミシダは「くぼみ型」に属すると報
告している。小郷（1984）による「くぼみ型」の定義
は，比較的流水が強い場所のくぼんだ岩礁域に巻枝と
腕の背面を使って体を支持するとしている。しかし，
今回の観察では必ずしも巻枝と腕を使って体を支持し
ている個体だけではなかった。特に中型個体（腕長が
約10cm前後で腕数が20本未満）については，潮流が比
較的穏やかな防波堤内側の底面に生息し死体が小さい
ため巻枝だけで体支持を行う個体を多数観察した。ノ;
郷（1984）の定義に従えば巻枝のみを使って体を支持
するという点では「突出型」の区分に当てはまるが，
｢突出型」が主に生息する場所は潮汐流が最も強く，
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他の付着動物が生活できない場所という点では当ては
まらない。これに対しニッポンウミシダの中型から大
型個体は潮流や波浪の影響が強い防波堤外側の底面，
外側壁面に多く生息している。中型から大型個体（腕
長が10cm以上で腕数が20本以上）は高い流水圧を受
けるため小郷（1984）同様，巻枝と腕の基部を用いて
体支持を行うことを観察した。今後は海域別の個体群
サイズをより詳細に調査し,同種類の棲み分け状況を
精査する必要がある。
内側底面のニッポンウミシダの個体数を体支持のタ
イプ別でみると，1月から急に「岩盤以外への付着型圭
が増加した。原因については付着基盤であるホンダワ
ラ類の海藻の寿命がほぼ一年であり，12月頃から伸長
するためと考えられる。またホンダワラ類に付着する
ことにより，ホンダワラ類がある程度シェルターの役
割を行うとともに転石表面に付着するよりも効率よく
餌を捕食できるためと考えられるが，これらの要因に
ついては今後精査する必要がある。
小郷（1984）は和歌山県紀伊半島白浜町の岩礁海岸
でシモフリウミシダが刺胞動物に属するフトヤギ科の
一種の群体上に付着する「岩盤以外への付着型」様式
をもつと報告している。本調査地ではシモフリウミシ
ダはl個体しか確認できなかったがこれに代わって
同科のトラフウミシダが多く生息している。また本調
査地にはフトヤギは生息していないものの，これに代
わって褐藻のホンダワラ類の海藻に付着していること
から「岩盤以外への付着型」の生活様式をもつと考え
られた°また本調査ではニッポンウミシダの中型個体
(腕長10cm以上，腕数20本未満）がホンダワラ類に付
着することも観察したが，本種によるこのような観察
例は初めてである。類似の観察例として小郷(1984)は
瀬戸内海産のオオウミシダ乃皿o",e"αq/テロ’"αc'℃‐
戒Sc"sがホンダワラ類の茎状部によじ登り，その茎に
ぶらさがる行動を観察しているが，その理由について
は現在のところ不明である。その他の観察例として
Fishelson（1974）が紅海でヒラヤギ属の一種S"6e1℃‐
go堰/αルノc肺｡"jの群体上より200個体にのぼるヒメウ
ミシダ科の一種4"/e血〃βαﾊ'班orαが付着することを
観察している。
本調査の結果，浅海産ウミシダ類は種類により微地
形による生活場所や体支持方法は必ずしも定まってい
るわけではなく，潮流や波浪，地形などの物理的環境
と推測できる。
浅海産ウミシダ類の生態学的研究に関しては未解明
な部分が多い。今後も世界有数のウミシダ大群集地で
ある能登島における浅海産ウミシダ類の微地形による
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生息場所や群集構造，各ウミシダ類の生活史などにつ
いてさらに詳細な潜水観察に基づくデータの集積によ
りその特性を明らかにしていく必要がある。
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